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は
じ
め
に

科
学
に
対
す
る
迷
信
、
外
国
の
模
倣
、
死
ん
だ
道
徳
観
念
な
ぞ
い
う
現
代

社
会
の
所
謂
常
識
な
る
も
の
に
飽
き
果
て
、
変
化
溌
剌
、
奔
放
自
在
な
る

生
命
の
真
実
性
そ
の
も
の
の
表
現
の
渇
望
す
る
心
…
す
な
わ
ち
溢
れ
る
ば

か
り
の
好
奇
心
に
輝
く
眼
を
以
て
こ
と
に
吾
輩
が
研
究
の
主
題
と
し
て
選

ん
だ
材
料
を
、
今
の
学
者
の
流
儀
で
名
付
け
る
と
、
遺
伝
性
、
殺
人
妄
想

狂
、
早
発
性
痴
呆
、
兼
、
変
態
性
欲
と
も
名
付
く
べ
き
、
世
に
も
や
や
こ

し
い
代
物
と
来
て
い
る
ん
だ
か
ら
厄
介
こ
の
上
も
な
い
。

�

（『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』「
空
前
絶
後
の
遺
言
書
」
よ
り
）

社
会
か
ら
「
変
態
」「
性
欲
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
人
々
に
好
奇
の
目
を

注
が
れ
つ
つ
疎
外
さ
れ
て
い
く
中
、
雑
誌
『
変
態
心
理
』
が
刊
行
さ
れ
、
大
ブ
ー

ム
を
起
こ
す
。
こ
の
後
一
九
一
九
年
末
に
は
「⑴「
性
」
雑
誌
乱
立
期
」
の
「
卑

俗
浅
薄
な
る
性
欲
学
書
の
濫
発
」
が
起
こ
る
の
だ
が
、『
変
態
心
理
』
は
性
と

異
常
心
理
を
科
学
の
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る⑵
。

『
変
態
心
理
』
の
執
筆
や
援
助
に
ま
わ
っ
た
文
学
者
は
数
多
く
お
り
、
近
年
ロ

ン
ブ
ロ
ー
ゾ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
朔
太
郎
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
朔
太
郎
同

様
、
主
人
公
の
精
神
不
安
が
問
わ
れ
る
久
作
文
学
に
は
、
頻
繁
に
夢
中
遊
行
や

殺
人
妄
想
、
精
神
病
患
者
、
サ
デ
ィ
ス
ト
、
変
態
、
狂
気
と
表
裏
一
体
の
天
才

が
登
場
す
る
。
先
行
研
究
で
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
ロ
イ
ト
な
ど
多

く
の
西
洋
精
神
医
学
・
哲
学
と
の
関
連
が
長
ら
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
強
烈

な
個
性
を
も
つ
登
場
人
物
た
ち
の
モ
デ
ル
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
作
中
に
も
登

場
す
る
「
カ
リ
ガ
リ
博
士
」
と
の
一
致
が
挙
げ
ら
れ
て
以
降
停
滞
し
て
い
る
観

が
あ
る
。
江
戸
川
乱
歩
は⑶
「
夢
野
君
の
書
か
れ
た
狂
気
の
世
界
は
、
狂
人
自
身

が
書
い
た
狂
気
の
世
界
で
、
文
学
者
が
書
い
た
狂
気
の
世
界
で
は
な
い
」
と
評

し
た
が
、
実
際
に
久
作
が
狂
人
の
言
を
参
考
に
小
説
を
書
い
て
い
た
な
ら
ば
、

こ
の
評
も
納
得
が
で
き
よ
う
。
久
作
の
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
執
筆
時
期
と
、

『
変
態
心
理
』『
変
態
性
欲
』
の
隆
盛
時
期
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
「
狂

人
」「
変
態
」
を
足
が
か
り
に
『
変
態
心
理
』
を
検
証
し
、『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』

設
定
の
源
流
、
そ
し
て
第
二
の
主
人
公
で
あ
る
正
木
教
授
の
モ
デ
ル
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
致

『
変
態
心
理
』
は
、
大
正
六
年
十
月
か
ら
大
正
十
五
年
十
月
ま
で
日
本
精
神

医
学
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
漱
石
門
下
の
中
村
古
狭
を
中
心
と
し

『
変
態
心
理
』
と
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』

―
正
木
教
授
の
人
物
設
定
に
基
づ
く
一
考
察

―
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て
、
フ
ロ
イ
ト
な
ど
の
精
神
病
理
学
や
ベ
ル
グ
ソ
ン
な
ど
の
西
洋
哲
学
、
異
常

心
理
、
自
殺
か
ら
心
霊
な
ど
の
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
に
至
る
ま
で
幅
広
く
紹
介
さ

れ
た
。
全
一
〇
三
号
で
、『
変
態
心
理
』
で
は
、
初
期
か
ら
性
の
問
題
を
扱
い
、

「
異
常
性
欲
」
に
関
す
る
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
一
一
年
五
月
に
は

姉
妹
雑
誌
と
し
て
雑
誌
『
変
態
性
欲
』
が
『
変
態
心
理
』
第
九
巻
第
五
号
と
並

ん
で
刊
行
さ
れ
る
。『
変
態
心
理
』
の
刊
行
の
言
葉
を
引
用
し
た
い
。

変
態
心
理
学
の
所
謂
変
態
は
、
正
常
心
理
学
に
所
謂
正
常
と
相
対
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
言
葉
な
が
ら
、
強
ち
病
的
を
意
味
す
べ
き
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
単
に
原
則
に
対
す
る
例
外
と
云
う
だ
け
の
意
味
で
も
あ

り
、
単
に
尋
常
に
対
す
る
異
常
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
も
あ
り
、
単
に
凡

庸
に
対
す
る
非
凡
と
い
う
だ
け
の
意
味
と
も
あ
り
得
べ
き
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

「
変
態
」
の
定
義
を
、
病
的
な
欠
陥
で
は
な
く
「
凡
庸
に
対
す
る
非
凡
」
と
す

る
考
え
は
、
久
作
の
描
く｢

変
態｣

の
設
定
と
一
致
し
て
い
る
。
久
作
は
文
中

で
も
彼
ら
を
「
天
才
」「
狂
人
」
と
二
つ
の
呼
称
で
呼
び
、
常
人
に
は
理
解
さ

れ
が
た
い
「
非
凡
」
な
存
在
と
し
て
、
両
義
的
な
意
味
を
も
た
せ
る
。
正
木
教

授
に
至
っ
て
は
、
社
会
的
な
貢
献
が
望
ま
れ
る
人
物
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、

関
東
大
震
災
後
流
行
し
た
一
般
の
「
変
態
」
と
い
う
言
葉
、
社
会
の
枠
組
み
か

ら
漏
れ
た
落
伍
者
と
い
う
認
識
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。

『
変
態
心
理
』
で
は
、
最
新
の
医
学
・
哲
学
を
紹
介
す
る
一
方
で
、
現
在
の

科
学
の
枠
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
超
常
現
象
も
同
じ
土
俵
に
扱
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
こ
の
雑
誌
が
「⑴
近
代
化
の
過
程
で
排
除
さ
れ
、
隠
蔽
さ
れ
た
す
べ
て
の

も
の
に
光
を
当
て
、
社
会
に
解
き
放
」
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。

科
学
で
の
解
明
を
挙
げ
つ
つ
、
近
代
化
へ
の
批
判
を
内
包
し
た
『
変
態
心
理
』

と
い
う
雑
誌
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
近
代
的
な
医
学
・
哲
学
を
登
場
人
物
に
発
言

さ
せ
る
こ
と
で
、
逆
接
的
に
科
学
で
実
証
困
難
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
無

意
識
の
存
在
を
強
調
す
る
久
作
の
手
法
は
似
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
近
代
的
な｢

実
証
解
明
の
精
神｣

を
揶
揄
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
代
批
判
は
、『
ド
グ
ラ
・

マ
グ
ラ
』
か
ら
、『
街
頭
か
ら
見
た
新
東
京
の
裏
面
』
や
『
東
京
人
の
堕
落
時
代
』

な
ど
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
至
る
ま
で
、
久
作
作
品
に
一
貫
し
て
流
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。

夢
野
久
作
は
「
ぷ
ろ
ふ
ぃ
る
」
に
書
か
れ
た
「
甲
賀
三
郎
氏
に
答
え
る
」
と

い
う
文
章
で
、
探
偵
小
説
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
虚
栄
と
虚
飾
に
傲
る
功
利
道
徳
と
科
学
の
荘
厳
…
燦
爛
と
し
て

眼
を
眩
ま
す
科
学
文
化
の
外
観
を
掻
き
破
っ
て
、
そ
の
ド
ン
底
に
委
縮
し

藻
掻
い
て
い
る
小
さ
な
虫
の
や
う
な
人
間
性
…
在
る
か
無
い
か
わ
か
ら
な

い
超
顕
微
鏡
的
な
良
心
を
絶
大
の
恐
怖
、
戦
慄
に
ま
で
暴
露
し
て
行
く
其

の
痛
快
味
、
凄
惨
味
を
心
ゆ
く
ま
で
玩
味
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
最
も
大
衆
的

な
読
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

近
代
化
が
進
む
大
正
期
の
日
本
。
急
激
に
画
一
化
さ
れ
て
い
く
社
会
の
シ
ス

テ
ム
は
、
多
様
性
を
孕
む
ヒ
ト
に
も
そ
の
メ
ス
を
向
け
る
。
ま
た
西
洋
精
神
医

学
が
発
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
も
「
正
し
さ
」
を
定
義
す
る
解
明
の

精
神
が
流
入
し
、
常
態
と
変
態
と
の
差
別
化
に
、
異
常
な
関
心
が
示
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
久
作
は
、
社
会
の
流
れ
と
逆
行
す
る
よ
う
に
「
狂
人
」

「
変
態
」「
精
神
病
患
者
」
と
い
う
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
存
在
を
物
語
の
中
心



― ―85

に
配
置
す
る
。
そ
れ
は
彼
ら
の
「
急
速
な
近
代
化
に
よ
る
変
化
の
犠
牲
者
」
と

し
て
の
一
面
を
認
め
、
そ
の
悲
哀
を
描
こ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
軽
薄
な
好

奇
心
に
よ
る
排
他
的
風
潮
を
懸
念
し
、「
異
な
る
存
在
」
を
正
し
く
解
明
し
よ

う
と
し
た
『
変
態
心
理
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
、
近
代
化
の
弊
害
と
し
て
の
精
神

病
患
者
の
増
加
を
指
摘
し
た
呉
秀
三
の
主⑷
張
と
同
じ
く
、
久
作
も
近
代
化
に

伴
っ
て
失
わ
れ
て
い
く
存
在
の
大
き
さ
を
危
惧
し
た
。『
変
態
心
理
』
で
も
『
ド

グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
で
も
、
内
包
さ
れ
る
近
代
的
な
知
識
は
、
か
え
っ
て
近
代
化

の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
に
与
え
た
影
響

一
で
確
認
し
た
よ
う
に
、『
変
態
心
理
』
と
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
は
「
変
態
」

「
狂
人
」
の
定
義
の
相
似
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
最
新
の
科
学
を
使
っ
た
近
代

批
判
と
い
う
大
枠
が
一
致
し
て
い
る
。
次
に
、
細
部
の
記
事
か
ら
『
ド
グ
ラ
・

マ
グ
ラ
』
へ
の
影
響
を
見
つ
け
た
い
。

㈠　

菅
原
教
造
「
頭
蓋
骨
の
興
味
」（『
変
態
心
理
』
創
刊
号　

大
正
六
年
一
〇

月
発
行
よ
り
）

『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
で
記
憶
を
失
っ
た
「
私
」
は
、
若
林
教
授
に
亡
く
な
っ

た
正
木
教
授
の
部
屋
（
九
州
帝
国
大
学
、
医
学
部
、
精
神
病
科
本
館
）
に
案
内

さ
れ
、
そ
こ
で
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
と
い
う
論
文
を
発
見
す
る
。
こ
こ
で
印

象
的
な
の
は
、「
私
」
が
読
者
と
同
じ
視
点
に
立
っ
て
、
細
部
ま
で
部
屋
を
観

察
・
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
。
記
憶
を
失
っ
た
「
私
」
と
、
物
語
の
展
開

の
見
え
な
い
「
読
者
」
の
立
場
は
、
知
識
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
い
う
一
点
で
重
な

り
、
読
者
は
「
私
」
の
目
で
正
木
教
授
の
部
屋
か
ら
、
物
語
の
何
ら
か
の
ヒ
ン

ト
を
得
よ
う
と
す
る
。
部
屋
に
は
精
神
病
患
者
の
残
し
た
作
品
や
、
硝
子
戸
棚

の
中
に
は
、「
並
外
れ
て
巨
大
な
脳
髄
と
、
小
さ
な
脳
髄
と
、
普
通
の
脳
髄
の

比
較
」、「
色
情
狂
、
殺
人
狂
、
中
風
患
者
、
一
寸
法
師
等
々
々
の
精
神
病
状
者

の
脳
髄
の
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
漬
け
（
い
ず
れ
も
肥
大
、
委
縮
、
出
血
、
又
は
梅
毒

に
犯
さ
れ
た
箇
所
の
鮮
明
な
も
の
）」、
頭
蓋
骨
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
教
授
の
精
神
病
患
者
の
人
体
へ
の
異
様
な
関
心
を
示
す
と
と
も
に
、
大

学
教
授
の
研
究
室
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
の
研
究

が
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
読
者
に
印
象
付
け
る
。

ま
た
正
木
教
授
の
研
究
は
（
精
神
病
患
者
と
人
体
の
異
常
を
関
連
付
け
て
研
究

す
る
）、『
変
態
心
理
』
の
刊
行
の
言
葉
「
所
謂
精
神
上
の
故
障
は
所
謂
肉
体
上

の
故
障
を
伴
う
も
の
で
（
中
略
）
つ
ね
に
互
に
原
因
結
果
の
関
係
を
有
し
合
っ

て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
重
な
り
、
そ
れ
は
『
一
足
お
先
に
』
な
ど
本
テ
ク

ス
ト
以
外
の
久
作
作
品
に
も
、「
異
常
」
を
学
術
的
に
説
明
す
る
際
に
頻
出
す

る
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
の
序
盤
の
シ
ー
ン
と
、『
変
態
心
理
』
創
刊
号

の
記
事
内
容
と
は
重
な
る
部
分
が
多
い
。「
頭
蓋
骨
の
興
味
」
と
題
さ
れ
た
記

事
は
、
文
学
士
菅
原
教
造
が
感
じ
る
「
頭
蓋
骨
へ
の
興
味
」
が
書
か
れ
た
も
の

だ
が
、
テ
ク
ス
ト
と
一
致
す
る
表
現
を
記
事
か
ら
引
用
し
た
い
。

机
に
は
地
球
儀
、
砂
時
計
、
定
規
、
コ
ン
パ
ス
、
魔
術
書
、
薬
品
等
が
置

か
れ
、
戸
棚
に
は
聖
書
や
殉
教
者
の
骸
骨
や
頭
蓋
骨
や
骨
片
や
遺
品
等
が

神
秘
的
に
並
べ
ら
れ
て
あ
る
―

殊
に
戸
棚
の
頭
蓋
骨
が
強
く
私
の
眼
を
惹
き
付
け
て
、
私
に
恐
ろ
し
い
魔

力
を
感
ぜ
し
め
る
。（
略
）
頭
蓋
骨
の
恐
ろ
し
い
魔
力
は
、
自
分
の
眼
の

高
さ
よ
り
も
仰
ぐ
よ
う
な
位
置
に
之
を
据
え
て
、
正
面
を
向
か
せ
た
時
に
、

最
も
強
く
感
せ
ら
れ
る
。
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こ
の
気
味
の
悪
い
魔
術
は
、
極
り
切
っ
た
人
間
の
宿
命
と
い
う
も
の
を
徹

底
し
過
ぎ
る
ほ
ど
厳
し
く
談
る
や
う
に
見
え
る
。

戸
棚
の
中
に
頭
蓋
骨
や
遺
品
が
並
べ
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、「
寝
台
か
ら
逆
様

に
飛
降
り
て
自
殺
し
た
患
者
の
亀
裂
し
た
頭
蓋
骨
」
が
納
め
ら
れ
た
正
木
教
授

の
硝
子
戸
棚
と
重
な
り
、
こ
の
記
事
に
あ
る
戸
棚
の
「
聖
書
や
殉
教
者
」
と
い

う
表
現
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
正
木
教
授
の
戸
棚
に
は
「
竹
片
で
赤
煉
瓦
に
彫

刻
し
た
聖
母
像
」
な
ど
狂
人
に
よ
る
宗
教
的
作
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

記
事
の
著
者
は
、
こ
の
想
像
上
の
建
物
に
入
っ
た
と
き
に
「
中
世
や
文
芸
復
興

期
時
代
の
生
活
、
殊
に
修
道
院
や
学
者
・
錬
金
術
師
の
書
斎
・
仕
事
部
屋
の
光

景
を
、
重
く
静
か
に
心
に
描
き
出
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

記
事
と
テ
ク
ス
ト
で
は
、
他
に
も
多
く
の
酷
似
し
た
語
彙
が
見
ら
れ
る
。

「
私
」
が
「
運
命
附
け
ら
れ
た
」
よ
う
に
目
に
す
る
の
は
「
中
世
期
」
の
魔
女

狩
り
の
図
で
あ
り
、
対
し
て
記
事
で
は
「
中
世
的
な
感
情
」「
宿
命
」｢

気
味
の

悪
い
魔
術｣

な
ど
が
頻
出
す
る
。
ま
た
頭
蓋
骨
の
「
神
秘
性
」
を
語
る
記
事
同

様
に
、「
私
」
も
正
木
の
部
屋
に
「
神
秘
性
」
を
感
じ
る
。
以
下
の
部
分
は
テ

ク
ス
ト
の
引
用
で
あ
る
。

そ
れ
等
の
す
べ
て
が
、
清
々
し
い
朝
の
光
り
の
中
に
、
或
は
眩
し
く
、
又

は
ク
ッ
キ
リ
と
照
ら
し
出
さ
れ
て
、
大
学
の
教
授
の
居
室
ら
し
い
、
厳
粛

な
静
寂
を
作
っ
て
い
る
光
景
を
眺
め
ま
わ
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
自
か

ら
襟
を
正
し
た
い
気
持
ち
に
な
っ
て
来
た
。

事
実
…
…
私
は
こ
の
時
に
、
あ
る
崇
高
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
打
た

れ
た
感
じ
が
し
た
。（
中
略
）
好
奇
心
な
ぞ
と
い
う
も
の
は
、
ど
っ
か
へ

か
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
て
…
…
何
事
も
天
命
の
ま
ま
…
…
と
い
う
よ
う
な

神
聖
な
気
分
に
充
た
さ
れ
つ
つ
詰
襟
の
カ
ラ
を
両
手
で
直
し
た
。
そ
れ
か

ら
神
秘
的
な
運
命
の
手
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
行
者
の
よ
う
な
気
分
で
ソ
ロ

ソ
ロ
と
前
に
進
み
出
て
、
参
考
品
を
陳
列
し
た
戸
棚
の
行
列
の
中
に
歩
み

入
っ
た
。

中
世
的
・
宗
教
的
な
面
影
を
残
す
正
木
教
授
の
部
屋
の
様
子
と
、
頭
蓋
骨
へ
の

興
味
。
ま
た
そ
の
部
屋
に
入
っ
た
「
私
」
が
感
じ
る
「
神
秘
的
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
や
「
天
命
」
の
存
在
な
ど
、
記
事
内
容
と
テ
ク
ス
ト
内
の
正
木
教
授

の
大
学
研
究
室
は
、
多
く
の
一
致
点
を
見
せ
る
。
久
作
が
記
事
を
参
考
に
、
正

木
教
授
の
部
屋
を
設
定
し
た
可
能
性
は
高
い
。

㈡　

中
村
古
狭
「
二
重
人
格
の
少
年
」（
創
刊
号
よ
り
）

「
二
重
人
格
」
の
少
年
は
、
古
狭
が
『
心
理
研
究
』
第
六
五
号
に
於
い
て
紹

介
し
た
少
年
で
あ
り
、
彼
の
相
談
内
容
は
、
真
面
目
な
第
一
人
格
が
不
真
面
目

な
第
二
人
格
に
よ
っ
て
正
常
な
日
常
を
侵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

記
事
と
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
は
、
無
意
識
中
に
罪
を
犯
し
た
「
二
重
人
格
の

少
年
」
の
治
療
と
い
う
設
定
が
共
通
す
る
。
ま
た
、「
二
重
人
格
の
少
年
」
の

実
例
を
記
し
た
古
狭
の
記
事
は
、
Ｗ
氏
（
若
林
教
授
）
の
手
記
に
拠
る
「
心
理

遺
伝
論
附
録
」
と
形
態
を
同
じ
く
す
る
。

　

次
に
呉
一
郎
が
覚
醒
後
、
警
察
に
於
て
、
母
親
殺
し
の
嫌
疑
の
下
に
尋

問
を
受
け
し
際
、
茫
然
自
失
し
な
が
ら
も
「
そ
ん
な
ら
、
自
分
が
殺
し
て

お
い
て
忘
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」
と
い
う
が
如
き
、
極
め
て
軽

微
な
る
疑
問
が
動
き
お
り
し
事
を
告
白
せ
る
は
、
一
見
、
同
人
が
自
己
の

夢
中
遊
行
の
幾
分
を
記
憶
に
止
め
お
れ
る
重
大
な
る
証
左
な
る
が
如
く
思
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惟
さ
る
べ
し
。（
略
）
尚
、
以
上
述
ぶ
る
と
こ
ろ
に
依
っ
て
、
古
来
、
夢

中
遊
行
病
者
が
一
種
の
二
重
人
格
の
所
有
者
な
る
が
如
く
思
惟
せ
ら
れ
お

る
事
が
、
真
に
近
き
理
由
を
も
理
解
す
る
を
得
べ
し
。
す
な
わ
ち
、
祖
先

代
々
よ
り
遺
伝
し
来
り
た
る
無
量
の
記
憶
と
、
そ
の
血
統
中
に
包
含
せ
ら

れ
た
る
各
人
種
、
各
家
系
、
各
個
性
等
の
無
数
の
性
能
の
統
一
体
た
る
一

個
の
人
間
の
性
格
の
う
ち
、
そ
の
一
部
が
覚
醒
中
に
分
離
し
て
あ
ら
わ
れ

た
る
も
の
が
所
謂
二
重
人
格
に
し
て
、
同
じ
く
睡
眠
中
に
発
露
さ
れ
た
も

の
が
夢
中
遊
行
な
り
。�（『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』「
心
理
遺
伝
附
録
」
よ
り
）

若
林
の
こ
の
科
学
的
「
二
重
人
格
」
と
い
う
診
断
を
、
正
木
教
授
は
「
離
魂
病
」

に
よ
る
「
自
我
忘
失
症
」
と
診
断
し
、「
心
理
遺
伝
」
に
よ
る
呉
青
秀
の
人
格

の
覚
醒
と
す
る
。
で
は
、
記
事
と
テ
ク
ス
ト
の
一
致
点
を
簡
潔
に
挙
げ
た
い
。

第
一
に
、
少
年
の
問
題
は
、「
無
意
識
に
母
親
を
苦
し
め
る
こ
と
」
で
あ
り
、

呉
一
郎
の
「
無
意
識
中
の
母
親
殺
し
」
と
治
療
目
的
が
一
致
す
る
。
第
二
に
古

狭
は
こ
の
少
年
、
山
田
正
雄
の
第
二
人
格
と
第
一
人
格
を
離
す
た
め
、「
彼
を

深
い
催
眠
状
態
に
導
い
て
、
最
近
の
事
件
を
詳
細
に
自
白
さ
せ
」
説
得
し
よ
う

と
す
る
。
テ
ク
ス
ト
も
ま
た
「
私
」
が
目
覚
め
て
か
ら
再
度
深
い
眠
り
に
陥
る

ま
で
の
、
無
意
識
中
の
罪
へ
の
葛
藤
と
、
若
林
・
正
木
両
名
が
主
人
公
に
「
事

件
を
詳
細
に
自
白
さ
せ
」
説
得
し
よ
う
と
す
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
三

に
、
亡
霊
化
し
た
父
の
出
現
と
、
強
硬
な
人
格
統
一
に
対
す
る
抵
抗
が
挙
げ
ら

れ
る
。
記
事
に
は
二
回
の
施
術
で
、
亡
き
「
父
親
の
亡
霊
に
鞭
を
加
え
さ
せ
た

り
し
て
、
散
々
酷
い
目
に
あ
わ
せ
て
漸
く
第
二
人
格
を
追
出
し
た
」
が
、
そ
の

行
為
は
「
強
制
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
第
二
人
格
の
反
感
を
買
い
、
失
敗

し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
対
し
て
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
の
「
私
」
も
ま
た
、

論
文
を
読
ん
で
い
る
な
か
で
、
死
ん
だ
は
ず
の
父
正
木
教
授
と
対
面
し
、
そ
の

亡
霊
と
思
し
き
父
の
強
制
的
な
言
動
に
、
主
人
公
は
激
し
い
抵
抗
を
表
す
。

古
狭
は
治
療
の
失
敗
の
後
、
山
田
少
年
の
第
二
人
格
を
懐
柔
し
よ
う
と
新
し

い
策
を
練
る
。

さ
う
し
て
散
々
相
手
（
第
二
人
格
の
山
田
）
を
喜
ば
せ
た
挙
句
、
若
し
永

久
に
山
田
と
離
別
す
る
の
が
好
ま
な
い
な
ら
ば
、
暫
時
の
間
だ
け
で
も
善

い
か
ら
彼
と
絶
縁
し
て
呉
れ
る
よ
う
に
と
頼
み
込
ん
だ
。
此
の
出
方
が
、

大
分
第
二
人
格
に
気
に
入
っ
た
と
見
え
て
、
彼
は
急
に
は
し
ゃ
い
だ
調
子

に
な
っ
て
「
よ
し
、
暫
く
の
間
と
云
う
な
ら
山
田
と
別
れ
て
や
ろ
う
」
と

云
い
出
し
た
。（
中
略
）

「
じ
ゃ
僕
の
方
か
ら
年
限
を
切
る
が
、
異
存
は
な
い
か
。」

「
異
存
は
な
い
。
早
く
云
え
、
早
く
云
え
。」

「
で
は
百
年
！
」
と
余
は
言
下
に
答
え
た
。（
中
略
）

「
じ
ゃ
仕
方
な
い
か
ら
百
年
間
別
れ
て
や
ろ
う
。
そ
の
代
り
お
れ
に
も
少

し
言
分
が
あ
る
か
ら
聞
い
て
呉
れ
る
か
。」

注
目
す
べ
き
は
、
別
人
格
を
「
百
年
」
眠
ら
せ
る
と
い
う
古
狭
の
発
想
で
あ
り
、

人
格
の
統
一
を
目
的
と
す
る
治
療
で
は
な
く
、
一
方
の
人
格
を
別
人
と
し
て
扱

う
治
療
行
為
だ
。
こ
の
約
束
を
第
二
人
格
が
了
承
し
た
こ
と
で
、
第
二
人
格
が

次
に
表
出
す
る
の
は
必
然
的
に
山
田
少
年
そ
の
人
で
は
な
く
、
子
孫
あ
る
い
は

来
世
と
な
る
。
呉
一
郎
が
行
っ
た
犯
罪
（
母
親
殺
し
や
モ
ヨ
子
の
殺
人
未
遂
）

は
、
一
千
百
年
前
の
呉
青
秀
の
変
態
性
欲
が
覚
醒
し
た
状
態
に
よ
っ
て
誘
発
さ

れ
た
も
の
と
、
正
木
教
授
は
主
張
す
る
。
少
年
の
無
意
識
中
の
犯
罪
、
二
重
人

格
の
検
証
と
い
う
形
態
、
少
年
の
母
へ
の
加
害
と
人
格
統
一
へ
の
苦
悩
、
そ
し

て
別
人
格
の
遺
伝
、
第
二
人
格
の
百
年
後
の
覚
醒
な
ど
、
古
狭
の
記
事
は
本
テ
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ク
ス
ト
の
設
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

㈢　

上
野
陽
一
「
正
態
と
変
態
」（
一
巻
第
二
号　

大
正
六
年
一
一
月
発
行
）

　

即
ち
正
態
と
変
態
と
は
理
想
と
現
実
の
差
で
、
本
当
の
意
味
の
正
態
と

い
う
も
の
は
こ
の
世
の
中
に
実
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
ん
な
に
円
満

な
瑕
の
な
い
と
思
わ
れ
る
人
で
も
。
ど
こ
か
に
変
っ
た
と
こ
ろ
の
な
い
人

は
あ
る
ま
い
。
し
て
見
る
と
、
世
の
中
は
す
べ
て
が
変
態
で
、
た
だ
変
態

の
甚
だ
し
く
な
い
も
の
は
、
仮
に
之
を
正
態
と
名
づ
け
、
そ
の
度
の
甚
だ

し
い
も
の
は
変
態
と
称
し
て
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
以
上

の
こ
と
を
言
い
換
え
る
と
、
百
人
の
中
、
五
十
人
位
が
気
違
で
あ
る
と
も

い
え
る
し
、
百
人
が
百
人
皆
多
少
と
も
気
違
い
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ

し
て
中
位
の
気
違
い
が
即
ち
世
の
中
の
表
面
に
立
っ
て
、
最
も
仕
事
を
す

る
人
で
あ
る
。�

（「
正
態
と
変
態
」
よ
り
引
用
）

次
に
テ
ク
ス
ト
内
の
正
木
教
授
の
主
張
を
引
用
す
る
。

吾
輩
は
敢
え
て
断
言
す
る
…
諸
君
も
吾
輩
も
共
々
に
、
精
神
病
者
と
五
十

歩
百
歩
の
心
理
状
態
で
生
き
て
い
る
の
だ
。�

（「
空
前
絶
後
の
遺
言
書
」）

も
し
、
万
が
一
に
も
「
俺
ば
か
り
は
キ
チ
ガ
イ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ
。
絶
対

に
完
全
無
欠
な
精
神
を
持
っ
て
い
る
人
間
な
ん
だ
ぞ
」
と
い
う
自
信
を

持
っ
て
い
る
お
方
が
あ
っ
た
ら
、
イ
ツ
何
時
で
も
吾
輩
の
処
へ
お
出
で
下

さ
い
。
そ
の
お
方
は
当
大
学
の
研
究
患
者
と
し
て
、
官
費
で
入
院
さ
し
て

上
げ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
式
の
患
者
が
、
学
生
の
講
義
に
必
要
な
と
こ
ろ

だ
か
ら
ね
…
…
。�

（「
地
球
表
面
は
狂
人
の
一
大
治
療
解
放
場
」）

西
洋
的
な
二
項
対
立
で
正
態
と
変
態
を
区
分
け
し
よ
う
と
す
る
世
間
の
風
潮

を
、
上
野
陽
一
は
「
百
人
皆
多
少
と
も
気
違
い
で
あ
る
」
と
発
言
し
、
正
木
教

授
は
「
地
球
表
面
は
狂
人
の
一
大
治
療
解
放
場
」
で
あ
る
と
評
し
た
。
こ
の
過

激
な
発
言
の
主
旨
は
、
全
く
一
致
し
て
い
る
。

久
作
の
作
品
に
は
「
完
全
無
欠
」「
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
安
全
率
」「
完
全
犯
罪
」

等
の
表
現
が
頻
出
す
る
が
、
大
抵
そ
の
完
璧
は
崩
壊
す
る
。

㈣　

群
山
龍
蛇
「
人
間
的
證
券
―
奇
行
教
授
の
自
殺
」

�

（
三
巻
第
六
号　

大
正
六
年
六
月
発
行
）

正
木
教
授
は
、
天
才
と
狂
人
が
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
九
州
大
学
き
っ
て
の
秀
才
で
あ
り
変
人
で
あ
る
正
木
は
、

首
席
で
大
学
を
卒
業
。
そ
の
後
欧
州
諸
国
を
遍
歴
し
、
墺
国
理
学
博
士
、
独
国

哲
学
博
士
、
仏
国
文
学
博
士
の
名
を
得
る
。
一
方
で
、
日
本
で
は
地
獄
の
チ
ョ

ン
ガ
レ
節
を
、
木
魚
を
叩
き
な
が
ら
当
所
な
く
彷
徨
う
。
こ
う
し
て
九
州
大
学

に
帰
っ
て
来
た
彼
は
、
恩
師
の
変
死
と
い
う
異
常
事
態
（
の
ち
正
木
自
身
の
狂

行
で
あ
る
こ
と
を
自
白
）
に
よ
っ
て
、
教
授
職
に
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
就
任
。

狂
人
の
解
放
治
療
場
を
作
り
、
そ
の
場
で
呉
一
郎
そ
の
他
の
狂
人
の
行
動
を
観

察
。
呉
一
郎
の
先
祖
か
ら
の
心
理
遺
伝
と
、
悪
癖
（
変
態
性
欲
）
の
出
現
を
画

策
す
る
が
、
呉
一
郎
が
解
放
治
療
場
で
無
差
別
殺
人
を
実
行
し
た
こ
と
で
、
こ

の
治
療
場
は
閉
鎖
。
自
殺
。
彼
の
実
験
は
、「
私
」
の
痛
烈
な
批
判
に
よ
っ
て

幕
を
閉
じ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。

奇
行
を
繰
り
返
す
正
木
教
授
の
モ
デ
ル
と
も
言
う
べ
き
存
在
が
、『
変
態
心

理
』
第
三
巻
第
六
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
記
事
と
正
木
教
授
と
を
比
較
し
た
い
。
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大
正
八
年
二
月
十
六
日
未
明
に
、
岡
山
医
学
専
門
学
校
の
勅
任
教
授
で

あ
っ
た
高
橋
金
一
朗
氏
が
、
愛
刀
粟
田
口
で
自
殺
を
図
っ
た
。
同
僚
の
Ｔ

博
士
、
Ｋ
博
士
其
他
二
三
の
医
者
が
駆
付
け
た
。
頚
部
の
創
傷
は
極
く
軽

微
で
あ
っ
た
が
、
自
殺
決
行
前
に
麻
酔
剤
を
用
い
た
ら
し
く
、
昏
睡
状
態

に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
昏
睡
状
態
は
三
日
間
も
続
い
て
、
意
識
を

恢
復
せ
ず
に
息
を
引
取
っ
た
。
高
橋
教
授
は
、
明
治
二
十
三
年
頃
東
京
帝

国
大
学
医
学
科
を
卒
業
し
た
故
い
医
学
士
で
、
在
学
中
は
特
待
生
の
秀
才

で
あ
っ
た
。

次
に
正
木
教
授
の
自
殺
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

然
る
に
本
日
午
後
五
時
頃
、
大
学
裏
海
岸
を
通
り
か
か
っ
た
抄
魚
釣
り
帰

り
の
二
名
の
男
が
、
海
岸
に
漂
着
し
て
い
る
一
個
の
奇
妙
な
溺
死
体
を
発

見
し
、
こ
の
旨
箱
崎
署
に
届
出
た
の
で
万
田
部
長
、
光
川
巡
査
が
出
張
し

て
取
調
べ
た
と
こ
ろ
、
懐
中
の
名
刺
に
よ
り
正
木
博
士
で
あ
る
事
が
判
明

し
た
の
で
又
又
大
騒
ぎ
と
な
り
、
福
岡
地
方
裁
判
所
か
ら
熱
海
判
事
、
松

岡
書
記
、
福
岡
警
察
署
よ
り
津
川
頚
部
、
長
谷
川
警
察
医
外
一
名
、
又
、

大
学
側
か
ら
は
若
林
学
部
長
を
初
め
川
路
、
安
楽
、
太
田
、
西
久
保
の
諸

教
授
、
田
中
書
記
等
が
現
場
に
駆
け
付
け
た
が
、
検
索
の
結
果
同
博
士
は
、

同
海
岸
水
族
館
裏
手
の
石
垣
の
上
に
帽
子
と
葉
巻
き
の
吸
い
さ
し
を
置
き
、

診
察
服
を
着
つ
け
た
ま
ま
手
足
を
狂
人
用
説
性
之
手
枷
足
枷
を
以
て
緊
縛

し
、
折
柄
の
満
潮
に
身
を
投
じ
た
も
の

自
殺
の
方
法
は
異
な
る
が
、
第
一
に
奇
妙
な
死
に
方
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て

同
僚
が
検
査
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
在
学
中
秀
才
と
評
さ
れ
、
医
学
科
教
授

と
い
う
肩
書
で
あ
る
こ
と
。
東
京
大
学
特
待
生
で
あ
っ
た
高
橋
教
授
は
岡
山
の

医
学
専
門
学
校
の
教
授
で
あ
り
、
九
州
大
学
を
首
席
で
卒
業
し
た
正
木
教
授
は
、

母
校
の
精
神
科
で
恩
師
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
で
教
授
職
に
就
任
す
る
。
さ
ら
に

は
人
物
像
や
他
人
の
評
価
、
取
り
巻
く
女
性
に
至
る
ま
で
奇
妙
な
一
致
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
記
事
か
ら
引
用
す
る
。

夫
人
桃
代
子
は
岡
山
の
絵
葉
書
店
の
看
板
娘
で
あ
っ
た
。
教
授
が
永
く
独

身
生
活
を
続
け
て
居
た
或
る
年
―
そ
れ
は
十
四
五
年
前
で
あ
る
―
或
る
日

途
中
で
行
き
会
っ
た
美
し
い
女
性
に
、
医
学
上
の
新
発
見
で
も
し
た
よ
う

に
引
き
つ
け
ら
れ
た
。

第
三
に
結
婚
の
結
び
つ
き
が
一
致
す
る
こ
と
。
記
事
に
は
、
高
橋
教
授
の
夫

人
桃
代
子
と
の
出
会
い
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
正
木
教
授
も
ま
た
「
絵
を
描
く

こ
と
が
得
意
な
」
美
女
呉
千
世
子
と
、
医
学
論
の
実
証
「
医
学
の
新
発
見
」
の

た
め
に
、
遺
伝
の
問
題
を
抱
え
る
彼
女
に
近
づ
き
結
婚
す
る
。「
医
学
上
の
新

発
見
」
で
結
び
つ
い
た
結
婚
と
い
う
記
事
と
の
一
致
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
高
橋
教
授
の
夫
人
の
名
前
は
「
桃
代
子
」
と
あ
る
が
、
呉
一
郎
の
従
妹

で
許
嫁
の
名
前
も
「
モ
ヨ
コ
」
な
の
で
あ
る
。

高
橋
教
授
と
正
木
教
授
の
人
物
像
も
周
囲
の
人
物
評
も
、
細
か
い
点
ま
で
重

な
る
。
結
婚
し
て
も
書
斎
に
籠
り
き
り
、
新
婦
に
口
を
き
く
こ
と
も
な
い
と
い

う
高
橋
教
授
の
奇
行
は
、
妻
子
の
存
在
も
学
術
上
の
成
功
を
生
み
出
す
存
在
と

し
て
し
か
関
心
を
も
た
な
い
「
学
術
の
鬼
」
正
木
教
授
と
重
な
る
。
ま
た
、
高

橋
教
授
の
同
僚
と
は
口
を
き
か
ず
、
質
問
は
黒
板
に
記
せ
と
す
る
授
業
ス
タ
イ

ル
。
魚
に
羽
織
を
着
せ
る
奇
行
ま
で
記
事
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。



― ―90

教
授
は
外
科
学
の
講
義
は
其
處
除
け
に
し
て
、
川
柳
の
講
義
に
時
間
を
潰

す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
殊
に
疑
問
が
性
欲
問
題
に
多
い
の
で
、
性
欲
に
関

す
る
研
究
を
始
め
、
古
今
東
西
の
奇
書
珍
籍
を
蒐
集
し
て
居
た
。（
記
事

よ
り
抜
粋
）

第
四
に
性
欲
問
題
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
憑
か
れ
た
よ
う
に
外
国
の
奇
書
を

収
集
、
一
方
で
日
本
固
有
の
川
柳
や
歌
に
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
高
橋
教
授
の
言
葉
も
記
事
は
記
す
。

「
先
生
は
何
う
し
て
博
士
に
お
成
り
に
な
ら
ん
の
で
す
」
と
学
生
が
聞
い

た
。
教
授
は
、

「
日
本
に
は
未
だ
大
博
士
の
学
位
は
出
来
ま
い
。
私
は
大
博
士
で
な
く

ち
ゃ
成
ら
ぬ
の
さ
。」

斯
う
答
え
た
。
実
を
い
う
と
、
教
授
は
医
学
の
外
、
文
学
、
語
学
、
社
会

学
、
性
欲
問
題
等
該
博
な
知
識
を
有
っ
て
居
た
。
知
識
が
余
り
廣
汎
に
渉

り
過
ぎ
た
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
教
授
は
大
博
士
を
以
て
自
ら
任
じ
て
居

た
。

第
五
に
「
大
博
士
」
を
目
指
し
、
医
学
的
成
功
を
望
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、

医
学
以
外
の
学
問
に
も
通
じ
る
こ
と
も
一
致
す
る
。
正
木
教
授
も
「
大
博
士
」

に
な
る
た
め
「
学
術
の
鬼
」
と
な
り
、
日
本
に
あ
る
従
来
の
地
位
で
は
満
足
で

き
ず
に
欧
州
を
遍
歴
す
る
。
そ
し
て
世
界
的
な
医
学
上
の
発
見
と
社
会
的
認
知

を
目
論
み
、
呉
一
郎
の
実
験
を
実
行
す
る
の
だ
。
学
問
も
医
学
に
止
ま
ら
ず
、

自
己
価
値
が
高
い
こ
と
も
高
橋
教
授
と
酷
似
し
て
い
る
。

以
上
の
一
致
か
ら
、
記
事
の
高
橋
教
授
が
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
の
正
木
教

授
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
『
変
態
心
理
』
の
「
奇
行
教
授
の
自
殺
」
と
い
う
大
正
八
年
の
記
事
が
、

昭
和
初
年
に
は
構
想
・
執
筆
が
開
始
さ
れ
た
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
の
発
想
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
。「⑸
材
料
の
多
い
人
」「
大
変
珍
し
い

材
料
を
持
っ
て
居
る
人
」
と
言
わ
れ
た
久
作
で
あ
る
が
、
材
料
の
入
手
先
の
一

つ
が
、『
変
態
心
理
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

㈤　

警
視
庁
警
部　

前
田
誠
孝
「
犯
罪
と
変
態
心
理
」

�

（
第
一
四
巻
第
五
号　

大
正
一
三
年
一
〇
月
発
行
）

　
　

三
宅
鑛
一
「
精
神
病
学
的
に
観
た
る
悪
人
の
特
質
」

�

（
一
八
巻
第
一
号　

大
正
一
五
年
七
月
発
行
）

前
田
警
部
は
「
犯
罪
と
変
態
心
理
」
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
社
会
に
お
け
る

「
優
等
特
質
と
劣
等
特
質
」
に
分
け
て
語
る
。
優
等
特
質
と
は
、「
国
家
社
会
に

利
益
を
与
え
る
も
の
」
で
あ
り
、「
有
益
な
る
社
会
的
研
究
な
り
、
宇
宙
的
研

究
な
り
、
正
義
人
道
の
考
察
な
り
、
学
術
の
研
究
発
達
な
り
」
の
結
果
が
、
優

良
な
る
性
質
の
表
れ
だ
と
述
べ
る
。
一
方
、
劣
等
特
質
と
は
、「
学
問
を
な
し

て
理
を
知
り
反
っ
て
そ
れ
を
悪
く
利
用
し
て
姦
計
を
な
す
が
如
き
」
こ
と
だ
と

す
る
。
さ
ら
に
警
部
は
、
犯
罪
要
因
に
「
金
銭
」
と
「
性
欲
」
を
挙
げ
、
近
年

の
犯
罪
心
理
傾
向
を
「
虚
栄
的
心
理
」、「
共
鳴
心
理
」、「
衝
動
的
模
倣
性
」
な

ど
の
「
変
態
心
理
」
に
原
因
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
人
の
優
劣
も
、
社
会
的
な
関
わ
り
の
中
で
、
有
益
な
学
問

を
ど
の
よ
う
に
提
供
し
た
か
で
判
断
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
先
祖
か
ら
変
態
心
理

が
遺
伝
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
犯
罪
者
と
な
っ
た
呉
一
郎
は
、
一
方
で
学
術
的
価

値
を
も
っ
た
研
究
対
象
で
あ
り
、
狂
気
の
天
才
で
あ
る
正
木
教
授
は
、
有
益
な

学
術
の
新
発
見
の
た
め
に
尽
力
す
る
優
等
特
質
を
も
ち
つ
つ
、「
学
問
を
な
し
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て
理
を
知
り
返
っ
て
そ
れ
を
悪
く
利
用
す
る
」
劣
等
特
質
も
有
す
る
。
ど
ち
ら

の
人
物
に
お
い
て
も
、
犯
罪
と
学
術
研
究
が
関
連
し
て
い
る
点
、
社
会
的
な
評

価
を
重
視
し
て
い
る
点
、
犯
罪
要
因
に
変
態
性
欲
が
影
響
し
て
い
る
点
が
、
こ

の
記
事
と
テ
ク
ス
ト
の
一
致
点
で
あ
る
。

「
犯
罪
的
な
性
質
は
、
環
境
や
家
庭
に
よ
っ
て
遺
伝
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
考
え
は
、
優
生
学
と
結
び
つ
い
て
当
時
の
人
々
に
抵
抗
な
く
受
容
さ
れ
た
。

『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
で
は
、
遺
伝
と
犯
罪
心
理
と
の
因
果
関
係
が
、
正
木
教

授
の
実
験
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
少
年
の
骨
相
が
、
こ
の
事
件
の
根
本
を
支
配
し
て
お
り
ま
す
心
理
遺

伝
と
、
重
大
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
御
座
い
ま
す
。

…
…
す
な
わ
ち
人
間
の
骨
相
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
先
祖
代
々
の
血
統
の

縮
図
…
…
又
、
或
る
一
人
の
性
格
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
間
の
先
祖

代
々
の
精
神
生
活
の
凝
り
固
ま
り
と
も
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
御
座
い

ま
す
か
ら
、

　
　
　
　
　
（
中
略
）

つ
ま
り
只
今
か
ら
ご
紹
介
致
し
ま
す
劬
全
絶
後
の
怪
事
件
の
真
相
と
申
し

ま
す
の
は
、
要
す
る
に
こ
の
少
年
の
鼻
の
穴
の
中
に
隠
れ
て
お
り
ま
し
た

蒙
古
人
種
系
統
の
心
理
遺
伝
が
、
一
時
に
暴
れ
出
し
た
も
の
と
、
お
考
え

く
だ
さ
れ
ば
宜
し
い
の
で
御
座
い
ま
す
。�

（「
狂
人
の
解
放
治
療
」）

と
こ
ろ
で
そ
の
人
間
の
脳
髄
に
よ
っ
て
、
時
々
刻
々
に
反
射
交
感
さ
れ
て
、

一
粒
の
中
に
平
等
に
含
ま
れ
て
い
る
、
そ
の
人
間
の
個
性
と
か
、
特
徴
と

か
い
う
も
の
は
、
吾
輩
の
実
験
に
よ
る
と
一
つ
残
ら
ず
、
そ
の
人
間
が
先

祖
代
々
か
ら
遺
伝
し
て
き
た
千
心
理
作
用
の
集
積
に
外
な
ら
な
い
の
だ

…
…
す
な
わ
ち
、
そ
の
先
祖
代
々
が
体
験
し
て
き
た
、
千
万
無
量
の
心
理

的
習
慣
性
の
あ
ら
わ
れ
が
、
脳
髄
の
反
射
交
感
作
用
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ

て
お
互
い
に
調
和
を
保
ち
つ
つ
、
焦
点
を
作
っ
て
行
く
の
は
所
謂
、
普
通

人
と
名
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
…
…
人
間
の
心
理
作
用
と
い

う
も
の
は
一
人
一
人
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
癖
が
あ
る
も
の
で
、
そ

の
癖
を
先
祖
が
矯
正
し
な
い
ま
ま
子
孫
に
伝
え
て
来
る
と
、
代
を
重
ね
る

う
ち
に
ダ
ン
ダ
ン
非
道
く
な
る
事
が
あ
る
。

�

（「
絶
対
探
偵
小
説　

脳
髄
は
物
を
考
え
る
処
に
あ
ら
ず
」）

呉
一
郎
の
無
意
識
中
の
犯
罪
行
為
は
、
芸
術
至
上
主
義
と
い
う
「
変
態
」
呉

青
秀
の
心
理
遺
伝
が
表
出
し
た
も
の
と
し
、
遺
伝
と
い
う
宿
命
に
対
し
て
科
学

的
検
証
を
行
う
こ
と
が
、
正
木
教
授
の
意
図
で
あ
っ
た
。
こ
の
犯
罪
者
の
性
質

が
、
子
孫
の
心
身
に
遺
伝
す
る
と
い
う
設
定
の
背
景
に
、『
変
態
心
理
』
に
度
々

記
載
さ
れ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
の
存
在
を
仮
定
し
た
い
。

『
変
態
心
理
』
に
は
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
の
名
前
が
早
い
時
期
か
ら
登
場
し
、

第
一
巻
第
二
号
に
は
、
既
に
新
刊
批
評
に
「
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
犯
罪
人
論　

寺
田

精
一
著
」
と
目
次
に
載
っ
て
い
る
。
ま
た
雑
誌
に
は
『
天
才
論
』
の
発
売
宣
伝

記
事
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
は
、
注
目
の
医
学
者
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
の
検
証
に
つ
い
て
詳
細
に
言
及
し
た
の
が
、

三
宅
鑛
一
の
記
事
「
精
神
病
学
的
に
観
た
る
悪
人
の
特
質
」
で
あ
る
。

ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
は
、
犯
罪
者
の
中
に
は
生
来
的
に
罪
を
犯
す
特
質
を
有
す

る
者
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
は
病
的
者
か
若
し
く
は
身
体
的
構
造
に
異
常

あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
云
い
、
之
れ
に
生
来
性
犯
罪
者
の
名
称
を
附

し
た
。



― ―92

『
変
態
心
理
』
に
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
記
事
に
は
、
犯
罪
と
そ
の
犯
罪
者
が

生
来
持
っ
て
い
る
犯
罪
因
子
を
、
社
会
面
と
変
態
性
欲
、
遺
伝
か
ら
具
体
的
に

検
証
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
犯
罪
者
の
遺
伝
と
い
う
点
で
、
テ
ク
ス
ト
へ
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

｢

材
料
の
多
い
人｣
と
言
わ
れ
た
久
作
だ
が
、
彼
の
生
前
か
ら
今
に
至
る
ま

で
、
そ
の｢

材
料｣

は
偉⑹
大
な
父
杉
山
茂
丸
の
影
響
や
、
精
神
病
院
の
入
所
経

験
、
能
楽
教
授
、
僧
侶
、
新
聞
記
者
な
ど
異
な
る
職
歴
か
ら
得
ら
れ
た
知
識
だ

と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
変
態
心
理
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
記

事
内
容
と
本
テ
ク
ス
ト
の
比
較
検
証
に
よ
っ
て
、
久
作
の
材
料
の
多
く
が
『
変

態
心
理
』
内
の
情
報
に
拠
る
も
の
だ
と
分
か
っ
た
。
ま
た
本
稿
で
は
、
代
表
作

で
あ
る
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
・
正
木
教
授
と
い
う
人
物
設

定
に
、
実
在
に
い
た
高
橋
教
授
と
い
う
明
確
な
モ
デ
ル
が
存
在
し
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
論
証
し
た
。
以
上
の
解
釈
か
ら
、
精
神
医
学
・
哲
学
・
仏
法
・
古

典
芸
能
と
、
多
岐
に
渡
る
久
作
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
ツ
ー
ル
と
し
て
、『
変

態
心
理
』
が
大
き
な
役
割
を
担
い
、『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
他
、
久
作
の
小
説

設
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

東
京
よ
り
も
情
報
の
入
手
が
滞
り
が
ち
な
地
方
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、
豊
富

な
情
報
を
駆
使
し
て
小
説
に
投
影
し
た
夢
野
久
作
。
そ
の
情
報
源
の
一
つ
と
し

て
、『
変
態
心
理
』
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

註
⑴　

斎
藤
光
「
解
説
」（
復
刻
版
『
変
態
性
欲
』
別
冊　

不
二
出
版　

平
成
一
二
年
十
月
）

⑵　

同
右
か
ら
引
用
し
た
。
内
容
は
、「
古
狭
の
下
で
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
の
な
か
に
は
北
野
博
美
、
栗
山
信
次
郎
ら
が
い
る
が
、（
中
略
）
民
俗
学
関
係

で
は
、
柳
田
国
男
、
南
方
熊
楠
、
金
田
一
京
助
ら
も
寄
稿
し
て
い
る
。
文
学
者
や
文

学
関
係
者
に
な
る
と
、
さ
す
が
に
多
彩
で
あ
る
。（
略
）
古
狭
は
じ
め
、
宮
島
資
夫
、

沖
野
岩
三
郎
、
前
田
夕
暮
、
井
東
慶
、
高
群
逸
枝
、
中
村
星
湖
、
浅
見
淵
、
高
橋
新

吉
ら
が
寄
稿
し
て
い
る
。「
私
の
変
態
心
理
」（
大
正
一
二
・
一
～
三
）
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
萩
原
朔
太
郎
や
牧
野
信
一
ら
多
数
の
文
学
者
が
興
味
深
い
回
答
を
寄
せ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
る
と
、
直
接
雑
誌
に
書
い
て
い
な
く
て
も
、
読
者
と
し
て
興

味
を
持
っ
て
い
た
文
学
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
谷
崎
潤
一
郎
や
宮
本
百

合
子
以
外
に
も
た
く
さ
ん
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。」
と
あ
る
。

⑶　

江
戸
川
乱
歩
「
夢
野
久
作
氏
と
そ
の
作
品
」（『
探
偵
春
秋
』
大
正
一
二
年
五
月
号
）

⑷　

呉
秀
三
「
精
神
病
者
と
其
救
済
」（『
国
家
医
学
界
雑
誌
』
明
治
四
四
年
九
月
）
か

ら
の
引
用
。
内
容
は
「
社
会
の
発
展
と
比
例
す
る
精
神
病
の
増
加
と
い
う
見
解
は
、

人
に
自
己
の
、
あ
る
い
は
取
り
巻
く
他
者
の
精
神
病
化
を
恐
れ
て
、
自
己
へ
の
、
そ

し
て
他
者
へ
の
眼
差
し
の
強
化
と
細
密
化
を
増
進
さ
せ
る
。
人
々
の
目
に
は
こ
う
し

て
密
か
に
監
視
の
網
の
目
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
く
。
精
神
病
と
診
断
さ
れ
た
人
々

の
監
禁
と
い
う
事
態
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
が
精
神
病
学
の
言
説
の
中
に
監

禁
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

⑸　

⑶
に
同
じ
。

⑹　

⑶
に
同
じ
。

〈
付
記
〉　

本
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
復
刻
版
『
変
態
心
理
』（
大
空
社　

平
成
八
年
五

月
）、
夢
野
久
作
『
夢
野
久
作
全
集　

九
』（
筑
摩
書
房　

平
成
四
年
四
月
）
に
拠
る
。


